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上記研究会を下記の ような主旨で来 る9月後半に 5日間基研で開 く予定です｡
禰 関心をお持ちの方の御参加を期待致 します. 参加御希望の方は 7月51日迄
に基研共同利用事務室 まで,手紙又は葉書にて宿舎御希望の有無を含めて御連
絡下 さい O その際詩経をお持ちの方はその内容を簡単にお書き下さい ｡ 予算が
限られていますので,お呼び出来る方々の次定は世話人にお任せ頂 きたいと思
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予算 : 旅 費 50万円
米
校 費 18万円 (計算機使用料)
莱) 計算費使用御希望の方はその旨お奮き下さい｡
訂 正
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編 集 後 記
本誌の編集員選出方法は稜々の事情で辞める人が後任を依頼して行 くのが慣
例であり,最近 も大分 メンバーが入替 り,この方法に よる自然の成行きとして
も非常に若返って来た｡
一方特に編集方針を設けずに来たので,編集者 も熱意に充ちてではな く義務
として編集雑務をするとい う感が強かった O しかし最近の大学間随等で研究者
のあ り方が問いなおされ るに及んで,縞葉音 としての姿勢 を省み,･甫集方針を
確立 して,もっと熱意をもってやれ るような雑誌にしようとい う考えが起っ′て
来た ｡
これらのことが絡んで編集員選出方法が間組にな り,編集方針の試論が行な
われたが,結論に達せず, とりわけ紹介すべ き意見 も見当らないので.この間
軍に関連 した私見を述べさせて頂 く｡
表紙裏に印刷されているように本誌は ｢物性物理の研究 を共同で促進 するた
め.研究者がその研究意見を白痴に発表 し討諭しあい｡また｡研究に鋳直した
情報を速や かに交換しあうことを目的｣ (下線は聾者)としているが, ｢素線
子論研究｣(且と,259 (′67))でも問題になっているように formalな論文
が大部分で infcrmalな交換が少なすぎる｡ これは 4月号の infcmal
meeting報告の最後に もあるように,上記下線部分を充た し,共同で新しい
ものを創 り出す ような理想的な研究会の開催が困難な風潮 と一体をなすもので
あり, ｢このせちがらい御時世に誰が i且eaをベラベラしゃべるものか｣とい
うことであろ うが,研究者の Ⅰnoraユ を確立 し,その信頼感の上に上記 目的に
一歩でも近づ く努力が必要であろうO 勿論現状は私有財産制の社会を基盤 とす
るものであり, ｢修身｣だけで解決できる筈はない｡にも拘らず現体制内では
解決 しえないとい うことでこれを容認してしまってはならない｡ ｢物性研究｣
は矢張 りinf(⊃rmalな意見交換.学問上の相互牡判の場を提供するものであ
りたいOまた数号前からそ うであるように,科学のあり方,研究体制のあり方
についての議論にも大いに役立ちたい ｡ 特に物性研究者の間ではこの ような議
論や組織化が遅れている｡徒 らにセクト意識 を持込むのではな く, どうあるべ
きかを論 じ,その上で有効な力になれるような組織が必要であろう｡ そのため
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1､会費 当会の会費は前納弓削をとーっています｡ したがって









































貴研究機関あ請求書類 を送付 して下 きい｡
【送本中止の場合の連絡 :発行途上にある volumeの購読途中
中止は認められません｡購読中止 される場合には､ 1ケ月前 ぐ
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